
再調査委員会における調査審議の経過 

前回の会議 

の主な経過 

第３回会議 令和６年５月７日（火）午後６時００分 

・委員の人選に関する意見を踏まえ、以下の方向性について事務局

を通じて被害生徒の家族に確認することとなる。 

 ①川原委員長は、辞職する意向であることを申し出た。 

 ②関根委員は、川原委員長を除く委員３名から残留を希望する申

出があった。 

会議間での 

主な経過 

＜委員の人選＞ 

※これまでの経緯 

・３月 ４日 第１回会議 

      ⇒被害生徒の家族から体制について了解を得る方針 

・３月１１日 被害生徒の家族から意見の提示 

      「弁護士２名が同じ事務所である点に違和感がある」 

・４月 １日 第２回会議 

      ⇒再調査委員会から被害生徒の家族に説明する方針 

 ※以後、被害生徒の家族から適宜意見の提示 

・５月 ７日 第３回会議 

      ⇒被害生徒の家族から体制の方向性を確認する方針 

・５月 ８日 事務局から被害生徒の家族に連絡し、体制の方向性

について了解を得る。 

・５月１３日 川原委員から辞職願を受理 

・６月２４日 宮﨑弁護士を再調査委員会委員に委嘱 

＜その他＞ 

・６月 ５日 請願者から要望書の提出【資料２】 

今回の会議 

の主な予定 

第４回会議 令和６年７月５日（金）午後７時００分 

・市教育委員会等から提出された資料等を踏まえ、再調査の方針案

を検討する。 

・再調査の方針案の内容について、被害生徒の家族への説明方法等

を検討する。 

備考  

 

資料１ 


